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　山梨県造園建設業協同組合（帯金岩夫理事長 
組合員32社）では、山梨県から「武田の杜保健休養
林」の指定管理業務を受託している。甲府市の北
部に広がる武田の杜・健康の森には、20㎞におよぶ

遊歩道が整備されており、森林セラピー基地として
認定されている。組合では、豊かな自然の中で四季
折々に変化する森林に親しむ各種レクリエーション・
ハイキング・森林浴などのイベントを開催しており、
その中で、森林セラピーの実施に力を入れている。
　昨年12月に施行された改正労働安全衛生法に
基づくストレスチェック制度は、働く人のメンタルヘル
スの不調を未然に防ぐための取り組みの強化を目
的としている。森林セラピーは、森林科学の立場か
ら森林浴の効果を身体と心の健康に活かそうとい
うもので、リラックス効果はもとより、血圧、脈拍数の
低下やストレスホルモンの減少、免疫機能の上昇な
ど様 な々医学的な予防効果が実証されている。
　武田の杜では、森林セラピストのガイドのもと森林
セラピーを楽しむことができ、森林散策の前後で血

圧や脈拍数、ストレス度
を比較し効果測定を行
うとともに、季節の野菜
や地元の食材を使った
ヘルシーな森林セラピー
弁当や温泉入浴も付い
たプログラムを提供している。
　武田の杜サービスセンターでは、「森林を散策し
ながら目を閉じ自然の音に耳を澄まし、寝転んで森
を五感で感じることで癒し効果が期待できます。日々
の仕事、生活に少なからず感じているストレスの解
消や心と体の健康づくりのために、また事業所のメ
ンタルヘルスや福利厚生として、気の合う仲間との
体験を是非おすすめします。」とPRしている。
　お問い合わせは、武田の杜サービスセンター

（055-251-8551）まで

研修会の様子

講師の渡辺正彦次長

韮崎市環境事業協同組合

　韮崎市環境事業協同組合（向山陽一郎理事長 
組合員９社）では、韮崎市環境課が実施する「韮崎
市環境活動事業」に協力し、去る11月26日に韮崎
東保育園で保育園児と保護者を対象とした環境啓
発イベントに参加した。
　この事業は、韮崎市におけるゴミの減量化や資

源 物 のリサ
イクル 率 の
向 上を目的
として、保護
者には環境
保全と地球
温暖化防止
のためのゴミ
減量の啓発
として、園児

には家庭内の様々な不要物の再利用方法に気づい
てもらうきっかけとしてもらうために、３年前から継続
して開催されており、組合では開催当初から協力を
続けている。
　当日は園児58人と保護者50人が参加、市環境
課の職員による「ありがとう・ごはんつぶマン」と題し
た紙芝居とゴミとリサイクルに関するクイズを楽しん
だ後、県公認の「やまなしエコティーチャー」の資格
も持つ篠原専務理事による牛乳パックを利用した
小物入れの工作に、保護者と一緒になって取り組
んだ。園児は、不要品と考えていた牛乳パックが色
とりどりの小物入れに変身する様に驚き喜んでい
た。
　場所を移して、園庭におかれたゴミの収集運搬用
のパッカー車を向山理事長が操作し、収集作業中
はパッカー車に近づかないように注意をすることや、

ゴミ袋の中に混
じった資源物を
見つけて分別
の重要性を園
児に理解しても
らうなどの実演
を行った。
　向山理事長は「我々組合員は、韮崎市から市民
の生活系廃棄物の収集運搬と処理の委託を受け
ている。保育園児や保護者といった若い世代の市
民に、組合の事業を知ってもらうとともに環境保全
意識を高めてもらえれば、韮崎市のゴミ減量化やリ
サイクル推進につながると期待している。これからも
市と一体となって地道に環境活動を継続していき
たい。」と今後の活動に対しても積極的に協力して
いく考えを語ってくれた。

山梨県造園建設業協同組合

赤帽山梨県軽自動車運送協同組合

　赤帽山梨県軽自動車運送協同組合（丹羽孝徳
理事長）は、1月9日（土）に甲府市総合市民会館で、
一般社団法人山梨県交通安全協会の渡辺正彦次
長を講師に「交通事故防止」をテーマに組合員を

対象に研修会を開催、組合員25名が参加した。
　この研修会は、最近、近県で赤帽自動車の交通
事故が多発していることから行われたもの。冒頭で
交通事故を起こしたことにより家族が崩壊していく
という内容のビデオを見た後、渡辺次長による講習
を受けた。
　渡辺次長からは「最近は、死者件数は減少してい
るが、事故件数が増加している。また、以前は高齢
者が事故に遭うことが多かったが、今は高齢者が事
故を起こすことが多くなっている。運転行動は、認知-
判断-操作の繰り返しであり、運転のA当たり前の事
を・Bぼんやりせず・C集中してやるが大切である。
交通事故の恐ろしさは、自分だけではなく家族など
の多くのものを失ってしまうことになりかねない。事
故の当事者に絶対ならないように、意識ひとつで事

故は防げる。」
などの話がさ
れ、参加者は
熱心に聴講し
た。
　丹羽理事長
は、「我々はク
ルマで荷物を
運ぶことを仕事にしているので、交通事故を起こす
危険性も高い。運転も慣れていると注意力が散漫
になってしまいがちで、ちょっとした心の緩みから交
通事故を起こしてしまうと、生活の糧を失うことにも
なりかねない。組合員の経営の安定のためにも、組
合員の安全意識向上のための研修会を定期的に
行っていきたい。」と組合の研修事業の重要性を
語った。
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園児にパッカー車の説明をする
向山理事長

目を閉じて自然の音に耳を澄まします

工作教室の指導をする篠原専務理事

ヘルシーな
「森林セラピー弁当」


